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ティンヴ動作時の議活動特性

。小笠涼 一生i、下線{二土2、白木{こ2、勢殺総
督裁九八十議祭4、宮水基金2
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{践的}綴前十字務者手損傷や綴織れを予防するために，
}漆j忍践の筋活動の特徴を検討することの窓畿は大きい.
そこで本研究では桜綴れ愁訴を持つACL援協後に保存
的治療を行なった選手(保存選手)を対象に，カッテ
イング!時の膝j慈!tD筋活動をEMGで評{認し，愁訴との
関遂を検討した. [対象及び方法}膝溺れの経験のあ
るACL保存選手 l名(l78cm，77kg， 22歳)と，綾
織れ経験のないACL綴傷後に再建衡を行った選手(再
建選手) 1名(167cm，62kg， 22歳)及び膝関節に銃
往のないコントロール務3名 (170.60土9.45cm， 63. 
00土10.82kg， 20. 。土L 7綾)を対象とした.EMG 
は，内側広務 (VM)，外側広務 (VL)，内総ハムスト
リング (MH)，外側ハムストリング (LH) より表箆
電極で議出した.カッティングはフットスイッチ上で

助走方向の斜め45度へ飛び出すものとした.畿地の
前後O. lsecの務活動をEMGの凝縮の出茨や大きさに
藩留し，検討した. [結果および考祭}保存選手の怠
慢ijVM. VLで綾地訴の銀総が現れなかった.すなわ
ち保存選手の法、観ijは予綴緊張のないまま接地しており，
その衝撃で接関節の動揺性が増すと考えられる.また，
保存選手の怠1R1jVM，Vしで，接地後それぞれ約O.08sec， 
約O.05secのあたりで急、激に大きな綴穏が竣れた.こ
のような{事務群の激しい活動はACL損傷膝にとって好
ましいものではないと考えられる.これら保存選手の
J懇話11%こ見られた特徴的な筋活動は， ACL損傷による関
節動揺性に加えて，膝議れをもたらす婆阪のひとつに
なると鑑滅される‘膝跨節j怒磁筋の協瀦性;の変化につ
いて. ACLt;員儀後の溜有感覚機能低下は多くの先行研
究で報告されている.この保存選手は接地に至るまで
の過程で，縁関節受容器の関与する逐次的なフィード
パックがスムーズに行われず，後の筋活動に影響を与
えていると幾泌されよう.一方v 再建選手はコント
ロール群と類似した綴絡が現れていた.靭簿再建する
ことで溜有感覚受容器も蒋生するという報告もあるこ
とから，再建街は筋協議性の密j後に良好に影響してい
ると推約されうる. [まとめ}保存選手はカッテイン
グ持において，後地誌なの大総伸筋，題筋の擬綴が現れ
ず，接地後Lこ大腿伸筋の急激な怒絡が現れた.このよ
うな筋活動は保存選手の膝溺れをもたらす婆懸のひと
つになると考えられる.
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